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(57)【要約】
　車両の位置を測定するＧＰＳレシーバと無線通信ネッ
トワークを介して受信した情報を通信するためのユーザ
ーインタフェースとからなる車載情報表示システムを提
供し、無線通信ネットワークを介して受け取った情報が
、車両の速度に依存してユーザーインタフェースに伝達
されることを特徴とする。また、無線通信ネットワーク
を介して受け取り、ユーザーに伝達される情報の内容が
、車両の速度に依存する。このシステムはヘッドアップ
ディスプレイを使用して、内容情報がユーザーにのみ向
かうようになっている。本発明は無線通信ネットワーク
を介した車両への情報通信方法も提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両（４）の位置及び／又は速度を測定するための位置決定ユニット、特にＧＰＳレシ
ーバからなる位置決定ユニットと、
　無線通信ネットワーク（１２）を介して情報を受け取るための通信ユニットと、
　前記無線通信ネットワーク（１２）を介して受け取った情報を通信するためのユーザー
インタフェース（６）と、からなる情報システム、特に車内情報表示システムであって、
　前記無線通信ネットワーク（１２）を介して受け取った情報が、前記車両（４）の速度
に依存して前記ユーザーインタフェース（６）に通信されることを特徴とする情報システ
ム。
【請求項２】
　前記無線通信ネットワーク（１２）を介して前記車両（４）及び／又は前記ユーザーイ
ンタフェース（６）と通信するのに適合したメッセージサーバー（２０）を特徴とする請
求項１に記載の情報システム。
【請求項３】
　前記メッセージサーバー（２０）が、前記車両（４）の位置及び／又は前記車両（４）
の速度及び／又はユーザーの好みに依存して前記無線通信ネットワーク（１２）を介して
送られてくる情報を選択するためのフィルタユニットからなることを特徴とする請求項１
又は２、特に請求項２に記載の情報システム。
【請求項４】
　前記メッセージサーバー（２０）がクラウドサーバーであることを特徴とする請求項１
ないし３のいずれか１項に記載の情報システム。
【請求項５】
　前記メッセージサーバー（２０）が、少なくとも１つのクライアントコンピュータ（３
２）からのメッセージを受け取り、前記メッセージを蓄え、前記メッセージの少なくとも
１つから前記無線通信ネットワーク（１２）を介して情報を引き出すように構成されてい
ることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の情報システム。
【請求項６】
　前記メッセージが、要点からなるメッセージ及び／又は交通の流れの乱れを知らせるメ
ッセージ及び／又は警察機関からの緊急メッセージ及び／又はソーシャルメディアメッセ
ージ及び／又はヘルスケアメッセージ及び／又は日記と約束に同期したメッセージ及び／
又はニュースメッセージ及び／又は広告からなることを特徴とする請求項１ないし５のい
ずれか１項、特に請求項５に記載の情報システム。
【請求項７】
　前記メッセージサーバー（２０）が、例えば位置、地域、性別、時刻、及び／又は速度
といった、特に前記クライアントコンピュータ（３２）へのメッセージと組み合わせた、
フィルタの基準となるものを受け取り蓄えるように構成されていることを特徴とする請求
項１ないし６のいずれか１項、特に請求項５と６に記載の情報システム。
【請求項８】
　前記車両（４）の速度が、車両（４）内のＧＰＳレシーバ及び／又は好ましくは内蔵コ
ンピュータ（１５）を用いた内蔵速度センサによって測定されることを特徴とする請求項
１ないし７のいずれか１項に記載の情報システム。
【請求項９】
　内蔵コンピュータ（１５）が、前記車両（４）の速度及び／又は前記車両（４）の位置
をメッセージサーバーと通信するように構成されていることを特徴とする請求項１ないし
８のいずれか１項、特に請求項８に記載の情報システム。
【請求項１０】
　内蔵コンピュータ（１５）が、前記車両（４）の速度及び／又は前記車両（４）の位置
を所定の時間間隔で通信するように構成されていることを特徴とする請求項１ないし９の
いずれか１項に記載の情報システム。
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【請求項１１】
　前記情報の内容が実質的にリアルタイムで予定又は提供され、前記車両（４）の速度に
依存してユーザーと通信することを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載
の情報システム。
【請求項１２】
　前記ユーザーインタフェース（６）が、ヘッドアップディスプレイ及び／又はオーディ
オ出力及び／又はスマートフォン装置からなることを特徴とする請求項１ないし１１のい
ずれか１項に記載の情報システム。
【請求項１３】
　特に請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の情報システムによる、無線通信ネット
ワーク（１２）を介した車両（４）との情報通信方法であって、
　メッセージを入力し、
　前記メッセージに対するフィルタ基準を入力し、
　前記メッセージと前記フィルタ基準を蓄え、
　特に前記車両（４）の位置及び／又は速度からなるデータを受け取り、
　前記速度及び／又は位置に基づいて少なくとも１つのメッセージを選択し、
　前記選択したメッセージに基づく情報を前記車両（４）に送信するステップからなる情
報通信方法。
【請求項１４】
　コンピュータシステムに対するコンピュータが実行可能な命令を有するコンピュータが
読み取り可能なメディアであって、前記命令が前記コンピュータシステムに請求項１３に
記載の方法を実行させるように構成されていることを特徴とするメディア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両内の情報表示分野に関するものである。より具体的には、本発明は移動
する自動車内のユーザーへ情報を受け取り通信するシステムを提供する。また、本発明は
車両の速度に基づく情報を受け取り車両のユーザーに表示するシステムと方法を提供する
。また、本発明は動いている車両のユーザーと情報を通信する方法に関する。また、本発
明は停止した車両のユーザーと情報を通信する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動中に情報を得ることに対する要求は、常に新製品を求める消費者を対象にした継続
した研究の基礎を提供する。特に、移動中に情報を提供することの容易さは、カメラや音
楽プレーヤーなどを集めたプラットフォームを提供する無線技術（即ち携帯電話及び／又
はＷｉＦｉネットワーク）の出現と繁栄によって、またインターネット対応の装置上でア
プリケーションを実行させる携帯機器のような装置によって、過去数年、改善されてきた
。しかし特に、社会は移動中の、特に車両によって異なる場所に移動する間の、情報の利
用に対し、さらに需要があるように思われる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、車両を制御しながら情報（即ち、電子メール、テキストメッセージ、広告など
）を受け取ることは、もし車両の運転手が集中力を失うほど気を取られた場合に危険であ
る。さらに、応答が必要な情報を受け取ることも、もし運転手が車両を制御しながらメッ
セージに応答できると考えた場合、同様に危険である。
【０００４】
　１つの最近の出願として、特開２００８－２７３２８５号公報には、直観的な方法で運
転者に情報を出力し表示することができる車内情報出力装置と車内情報表示装置が開示さ
れている。しかし、特開２００８－２７３２８５号公報の装置は、車両が移動中かどうか
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を識別する識別装置と、車両が移動中であると識別された時にデータを出力する出力手段
を提供する。しかし、特開２００８－２７３２８５号公報は車両の速度に基づいた無線ネ
ットワークによる情報の伝達を考慮していない。また、特開２００８－２７３２８５号公
報は車両の速度に基づいた異なる種類の情報を伝達しない。
【０００５】
　国際公開第２０１０／０６５２３５号に見られるように別の出願では、ロケーションベ
ースの広告サーバーの操作方法が提供されている。特に、この方法は、地理的地域で決め
られた境界領域に関連した広告内容の項目を各広告業者から受け取り、また各装置へ広告
業者の広告内容の項目を提供することに対する支払い価格を各広告業者から受け取る。し
かし、国際公開第２０１０／０６５２３５号の方法は、車両の速度をベースにして動作せ
ず、最も高い価格に関連した広告の項目を装置に送るようになっている。
【０００６】
　Ｋｗｏｎらによる別の出願、米国特許出願公開第２００７／１２４０４１号明細書では
、車両に取り付けられた１つ以上のビデオ表示装置を制御するための装置と方法が提供さ
れ、この装置はグローバル・ポジショニング・システム（ＧＰＳ）を用いた車両の速度を
検出するための速度検出ユニットと、パーキングブレーキの状態を検出するための状態検
出ユニットを備えている。また、ビデオ制御ユニットはこの表示装置を制御して、パーキ
ングブレーキの状態と車両の検出された速度の情報に基づいて車両の速度が所定速度以下
であると測定された時に、ビデオ内容が表示されるようになっている。しかし、米国特許
出願公開第２００７／１２４０４１号明細書は車両の速度に依存して無線通信ネットワー
クを介してユーザーインタフェースが情報を受け取ることを開示していない。
【０００７】
　上述のように、移動中に情報の提供を受け取ることが、依然として重要であることがわ
かる。
【０００８】
　従って、本発明の目的は、気を取られることのない態様で情報を受け取ることを保証す
る、例えば車両の運転手のような受取人に情報を提供するシステムを提供することである
。本発明のもう一つの目的は、運転手の介在や相互動作を必要としない態様でそのような
情報を提供する方法を提供することである。本発明のもう一つの目的は、このような情報
を提供する方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的が、本発明のシステムの態様に従えば、請求項１に係るシステムで達成され、
方法の態様に従えば、請求項１３に係る方法によって達成され、最後に、請求項１４に係
るコンピュータ読み取り可能なメディアによって達成される。
【００１０】
　具体的には、特にＧＰＳレシーバからなる、車両の位置及び／又は速度を測定するため
の位置決定ユニットと、無線通信ネットワークを介して情報を受け取るための通信ユニッ
トと、前記無線通信ネットワークを介して受け取った情報を通信するためのユーザーイン
タフェースと、からなる情報システム、特に車内情報表示システムであって、前記無線通
信ネットワークを介して受け取った情報が、前記車両の速度に依存して前記ユーザーイン
タフェースに通信されることを特徴とする情報システムによって上記目的は情報システム
によって達成される。このように、無線通信ネットワークを介して受け取られ、ユーザー
に通信される情報の内容は、車両の速度に依存する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、運転手の安全性が最大化され、運転者の気を散らすものを最小化するように
情報／メッセージの内容を制御するという長所を有する。好ましくはユーザーへの通信は
一方向のみであるが、本発明に係るシステムは例えば車両の速度といった車両に関する情
報を伝達し、受け取る。
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【００１２】
　本発明の１つの実施例では、車両の速度はＧＰＳ又は代替的に車両のエンジン管理シス
テムと連通した速度センサによって測定される。１つの実施例では、速度データは例えば
携帯電話ネットワークのような無線ネットワークによってサービスプロバイダに伝達され
る。
【００１３】
　別の実施例では、速度データはＷｉＦｉネットワークによってサービスプロバイダ又は
メッセージサーバーに伝達される。メッセージサーバーは、例えば無線ネットワークを介
してユーザーインタフェースへ情報を供給できる。
【００１４】
　別の実施例では、速度データは携帯電話ネットワークとＷｉＦｉネットワークの組み合
わせによってメッセージサーバーに伝達される。メッセージサーバーは、少なくとも１つ
のクライアントコンピュータからメッセージを受け取り、これらのメッセージを蓄え、少
なくとも１つのメッセージから無線通信ネットワークを介して情報を引き出すように構成
することができる。
【００１５】
　好ましくはメッセージが、要点からなるメッセージ及び／又は交通の流れの乱れを知ら
せるメッセージ及び／又は警察機関からの緊急メッセージ及び／又はソーシャルメディア
メッセージ及び／又はヘルスケアメッセージ及び／又は日記と約束に同期したメッセージ
及び／又はニュースメッセージ及び／又は広告に関する情報を含むことができる。また、
メッセージを、ユーザーのプロファイル及び／又はライフスタイルに依存させることがで
きる。全体的に、特定の車両／人のための情報は、メッセージサーバーによってフィルタ
にかけることができる。
【００１６】
　また、車内のユーザーインタフェースによるユーザーへのメッセージの表示に、ヘッド
アップディスプレイ及び／又はオーディオ出力及び／又はスマートフォン装置を用いるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施例に係る車内情報提供システムのブロック図である。
【図２】図２は、本発明に係る、車両とインタフェースをとったクライアント／サーバー
と、車両のユーザー提供される情報との関係を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明に係る、様々な情報源とインタフェースをとったクライアント／
サーバーと、車両のユーザーに提供されるそのような情報との関係を示すブロック図であ
る。
【図４】図４は、本発明の方法に係る各ステップを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は本発明の実施例に係る情報システム２の概略図である。図１は、明確性を出すた
めにブロック図の形式で示している。全体的に、情報システム２は広範な地理的領域にわ
たって提供される幾つかのモジュールで構成されている。具体的には、情報システム２は
、例えばディスプレイ６と車載コンピュータ１５を備えた車両４と、ＧＰＳ衛星１０と通
信する衛星利用測位システム（ＧＰＳ）と、車載コンピュータ１５とメッセージサーバー
２０の間の通信を可能にする無線通信ネットワーク１２とからなる。このメッセージサー
バー２０は、少なくとも１つのデータベース２２と、ユーザーインタフェースと、プロセ
ッサ２７を備えた制御サーバー２６とからなる。
【００１９】
　本発明の１つの態様では、車両４は、車両４の乗員のために内容情報を窓（図示せず）
に投影するヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）６を備えている。好ましい実施例では、
ディスプレイ６は車両４の運転手のために大画面に情報を投影する。しかし、どの乗員も
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見ることができるように、車両４のどの窓にでもディスプレイ６は情報を投影できること
が想定できる。ディスプレイ６から投影される内容情報の輝度は、明暗の光の条件に応じ
てユーザーが設定できる。同様に、窓に投影される画像のサイズも、ユーザーが設定でき
る。例えば、交通の流れの乱れに関する情報は、例えば天気情報に関するメッセージとは
異なるサイズにすることが想定される。
【００２０】
　車両４は、車載コンピュータ１５と接続されたアンテナ１７も備えている。車載コンピ
ュータ１５は、メッセージサーバー２０が提供するサービスと通信するために、どの通信
標準（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｔａｎｄａｒｄ）が最良のサービス品質を提供す
るか判断する無線送受信プロセッサ（図示せず）を少なくとも備えている。即ち、車載コ
ンピュータ１５の少なくとも１つの無線トランシーバーが携帯電話ネットワーク１２、例
えばＧＳＭ（登録商標）、ＧＰＲＳ、ＥＤＧＥ、又はＣＤＭＡ標準に従って動作すること
ができる。代替的に、無線トランシーバーはＷｉＦｉ標準に従って動作することができる
。また、これらに加えて、無線トランシーバーは、メッセージサーバー２０とのデータの
送受信を可能にする現在利用可能な又は将来利用可能なすべての他の無線標準に従って動
作することができる。しかし好ましくは、車載コンピュータ１５の無線トランシーバーは
車両４が非都市エリアにある時は携帯電話標準に従って動作し、都市エリアにあるときは
携帯電話とＷｉＦｉネットワークの組み合わせに車載コンピュータ１５によって引き継が
れる。車載コンピュータ１５と少なくとも１つのトランシーバーは、車両４の電源で起動
することができるし、後述で明らかにするトランシーバー自身の電源で起動することもで
きる。
【００２１】
　無線ネットワーク１２と車載コンピュータ１５の無線トランシーバーは、互いの間に双
方向の信号伝達を提供する。即ち、車両４が静止中でも移動中でも、車載コンピュータ１
５の無線トランシーバーによってパケットデータを送受信できる。無線ネットワーク１２
は公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）によってメッセージサーバー２０と接続することができる
ので、車両４が非静止状態で異なる携帯電話の基地局間を移動している時に、近接の持続
性伝達コネクションが車両４の車載コンピュータ１５とメッセージサーバー２０の間で確
立される。
【００２２】
　車両４は、ＧＰＳ衛星１０の情報からいつでも車両４の位置を測定するＧＰＳレシーバ
１１も備えている。後にわかるように、ＧＰＳ衛星１０は、車両４のエンジン管理システ
ム（図示せず）又は車載コンピュータ１５が受け取ることのできる車両４の速度情報も提
供する。しかし、車両４の速度情報は、車両４のエンジン管理システムに接続された速度
センサによって生成することができる。好ましくは、速度情報は車載コンピュータ１５の
記憶装置に蓄えられる。
【００２３】
　測定された車両４の速度は、車載コンピュータ１５によって処理され、定期的に無線ネ
ットワーク１２とネットワーク１８によってメッセージサーバー２０に送信される。しか
し、メッセージサーバー２０は、順にリクエストを車載コンピュータ１５に供給する無線
ネットワーク１２にいつでもリクエストを送ることによって、車両の速度情報を要求でき
る。
【００２４】
　従って、車載コンピュータ１５はこのような条件下で通知に応答して、ＧＰＳシステム
１０又は速度センサを用いて速度情報を生成し、無線ネットワーク１２を介して送信し、
その後ネットワーク１８によってメッセージサーバー２０に伝達される。好ましくは、車
両４の位置情報もネットワーク１２、１８によってメッセージサーバー２０に伝達される
。
【００２５】
　メッセージサーバー２０は、内容情報（例えばメッセージ）を蓄えるためのデータベー
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ス２２と、ユーザーがデータベース２２の中身を選択し改変することを許容する入力装置
２４と制御サーバー２６からなる。メッセージサーバー２０は、ユーザーの詳細をさらに
記憶し、又は別の方法で入力し、加入者情報を蓄えることができる。
【００２６】
　このような加入者情報は、年齢、性別、ライフスタイル、職業、財産、その他休日の過
ごし方などの個人の詳細情報である。このような加入者情報は、メッセージサーバー２０
によって活用されて、ユーザーに適切な情報を提供する。例えば、メッセージサーバー２
０はメッセージサーバー２０に蓄えられたメッセージに対するフィルタ基準を有している
。フィルタ基準を加入者情報とマッチさせて、マッチングの結果に基づいて適切なメッセ
ージが選択される。これらのメッセージから引き出された選択されたメッセージ又は情報
のみがそれぞれの加入者に送信されるように、メッセージサーバー２０を構成することが
できる。
【００２７】
　さらにメッセージサーバー２０とネットワーク１８の間のインタフェースを確立する目
的でネットワークアダプタ２５が設けられている。アダプタ２５は、詳細は後述するが、
インターネット２８と例えばＰＣ、スマートフォン、又は他の通信リンク３０、３１によ
って接続されたＷＥＢ対応の装置であるコンピュータ端末３２との間のインタフェースを
提供する。データベース２２に蓄えられた内容情報（例えばメッセージ）は、クライアン
トによって予め定められ、又は実質的にリアルタイムにクライアントによって提供される
。即ち、内容情報は車両４の速度に依存してネットワーク１２、１８を介して車両４のユ
ーザーに伝達される。しかしどちらの場合でも、情報はユーザーインタフェース２４によ
ってメッセージサーバー２０に入力されるか、又はコンピュータ端末３２が有するインタ
フェース（図示せず）によって提供される。即ち、コンピュータ端末３２はメッセージサ
ーバー２０から遠く離れているので、情報システム２により大きな自由度を与えている。
フィルタ基準も同様である。
【００２８】
　図２は、本発明に係る車両のユーザーに提供される情報についての車両とインタフェー
スで接続されたクライアント／サーバー間の関係を示すブロック図である。この図では、
内容情報を受け取るためのユーザーインタフェース２４はメッセージサーバー２０から切
り離されている。即ち、ユーザーインタフェースは、前述のように、ネットワーク１２、
１８、３０、３１を介して接続されるリモートコンピュータの一部を形成している。前述
のように、コンピュータ端末３２は、ＰＣ、スマートフォン、又は他のＷＥＢ対応の装置
である。
【００２９】
　このような構成では、幾つかのクライアントがメッセージサーバー２０に接続されて、
幾つかの異なるサプライヤからの異なる種類のメッセージを車両のユーザーに通知するこ
とができる。例えば、１つのメッセージサプライヤがファストフード店であって、別のメ
ッセージサプライヤがスポーツの結果を提供する。しかし、両方の例では、車両のユーザ
ーが広告に連携した一般的なメッセージを受け取ることを望むのか、例えばスポーツ結果
に関連したメッセージのような、広告の無い予め選択した基準に基づいたメッセージを受
け取るのか選択できることが想定される。
【００３０】
　車両のユーザーが受け取るメッセージの種類と内容は、車両の速度に依存する。即ち、
もし車両が道路の速度制限近傍の速度で移動している場合、ディスプレイ６に表示される
メッセージは、運転手の安全を考慮してシステムによって非常に制限されたものになる。
例えば、ユーザーのメールアカウントが電子メールを受け取ったという通知メッセージが
ディスプレイ６に表示される。反対に、もし車両が停止していると判断されると、上述の
例を用いて、電子メール受信の通知のみでなく、電子メールの内容もディスプレイ６に表
示される。
【００３１】
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　同様に、車両のユーザーは、自身のソーシャルメディアアカウントへの参加を通知され
る。再び、車両の速度に依存して、表示されるメッセージはアカウントに関係したグラフ
ィカルシンボル（アイコン）又は参加を示すメッセージ自身である。しかし、ディスプレ
イ６は意図した受信者のメッセージのみが表示されるように設定することができる。
【００３２】
　またしかし、メッセージを交通モニタリングメッセージサプライヤが提供する緊急の交
通安全情報に分類することができる。この場合、車両４のユーザーはその先での交通事故
に鑑みて自身の車の速度を落とすように通知される。即ち、このような情報を提供する交
通モニタリングサプライヤは、メッセージサーバー２０にインターネット２８を介して接
続されるコンピュータ端末３２のようなリモートステーションを有している。オプション
として、どのサプライヤも例えば電子メールのような別の通信手段によってメッセージザ
ーバー２０に自身のメッセージを送ることができる。
【００３３】
　別の例では、交通モニタリングメッセージサプライヤは幾つかのカメラ（図示せず）に
よって道路ネットワーク上の交通の流れをモニタする。この具体的な例では、これから起
きる交通の遅れの通知は、スナップショットとして又は短いビデオストリームとしてネッ
トワーク１８と１２を介した交通モニタリングカメラの出力の再放送によって車両のユー
ザーに送られる。また、もし車両が所定の速度で移動している場合、このようなスナップ
ショット画像のみが受け取られる。同様に、例えばもし車両が停止かそれに近い状態の場
合、このような短いビデオストリームが送信される。そうであっても、交通モニタリング
メッセージサプライヤはユーザーに送る短い交通速報を選択して、車の渋滞の列の長さが
見通せて、オプションで車両のオーディオシステムによって音声レポートが聞けるように
する。
【００３４】
　図３は図２と同様の様々な情報ソースを備えたクライアント／サーバーインタフェース
の関係を示すブロック図である。しかしこの図では、異なるメッセージサプライヤが加入
者と情報をやりとりできる。即ち、メッセージはパブリックメッセージ３８、プライベー
トメッセージ３９、及び／又は広告メッセージ４０である。パブリックメッセージ３８の
場合、例えばＧＰＳ１０で求められた既知のルートを走行する車両が、幾つかの興味深い
ポイントを通過することが想定される。このような構成では、観光局は車の速度を知らさ
れて、近くの興味深いポイントに関するメッセージを車両のユーザーに送る。
【００３５】
　もちろん、メッセージサーバー２０に蓄えられた加入者（ユーザー）情報に基づいて、
このような興味深いポイントのみが加入者に注意を与えられる。例えば、ある加入者は歴
史的建造物に興味を持っていて、興味深いポイントは城である。そうであっても、車両の
速度に依存して、メッセージはディスプレイ６に例えば城を表現したアイコンで表示され
る。もしメッセージサーバーが次に車両が停止したと判ったら、興味深いポイントに関連
した追加情報を表示する。また、本発明に係る情報システム２は、次に現在の位置に基づ
いて、興味深いポイントまでの最適ルートを求めて、地図と共にその情報をオプションで
表示する。
【００３６】
　しかし同様に、プライベートメッセージ３９が車両４のディスプレイ６に表示される。
このような構成では、ユーザーは例えばフェイスブックやツイッターなどの現在利用可能
なソーシャルメディアネットワークのいずれかの加入者アカウントを有している。
【００３７】
　従って、このようなネットワークに関連したすべての新しいコンテンツは、車両４のデ
ィスプレイ６にメッセージアイコンを表示することによって車両のユーザーに通知される
。しかし、車両の安全と操作を妨げないように、メッセージサーバー２０は移動中の車両
の速度を確認して、フルメッセージを表示するか、代替的に車両が停止していない場合は
ソーシャルメディアアカウントを表すアイコンのみを車両４のディスプレイ６に表示する
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。
【００３８】
　上述のように、車載コンピュータのトランシーバーは車両４の電源によって起動するか
、又はトランシーバー自身の電源によって起動する。即ち、トランシーバーは車両が移動
中は車両の電源で起動できるし、車両が停止して車両４の電源が充電されていない時には
トランシーバー自身の電源で起動できる。好ましくは、車両の速度はネットワーク１２、
１８を介してメッセージサーバー２０に連続的に又は所定の間隔で伝達される。即ち、速
度データを連続的にメッセージサーバー２０に伝達することは、大容量のデータ通信処理
が要求され、速度データがリクエストによって又は所定の頻度でメッセージサーバー２０
と通信されることが想定され、かつ望ましい。この頻度は、幾つかの変数、例えば車両の
平均速度、目的地までの距離、及び／又はユーザーの設定する要求などに基づいている。
【００３９】
　図３をまた参照して、短く述べたように、ディスプレイ６に表示されるメッセージのコ
ンテンツは広告の性格を有している。例えば、ユーザーは自らの好ましい食生活の習慣を
詳しく述べた加入者情報を提供することを選択でき、さらに例えばファストフードレスト
ラン選択の情報をメッセージサーバー２０に提供することを選択できる。即ち、このよう
なファストフード店は、そのような車がそのファストフード店に近づくと、車両４のディ
スプレイ６に的を絞った広告を提供できる。
【００４０】
　特に、先に述べたように、車両４のディスプレイ６に表示される広告のコンテンツの長
さは、車両４の移動中は制限されるが、車両の停止時には、例えば現在の売り値や値引き
等のより詳細な情報が提供される。オプションで、ファストフード店の広告が、スマート
フォンによってユーザーへの個別の通信を選択する。このような通信は、オプションで限
られた時間内で引き換えられる割引券になる。別の例では、ユーザーが例えば自動車保険
や住宅保険等の更新日の提供を選択し、保険会社は追加の支払いが必要な場合に車両４の
ディスプレイ６にタイムリーなリマインダを送信する。
【００４１】
　オプションで、ヘッドアップディスプレイは内蔵ＧＰＳレシーバで車両の速度を測定す
ることができるスマートフォンに置き換えられる。この具体的な例では、スマートフォン
は例えば車両のフロントガラスに取り付けられ、より具体的には車両の安全を妨げないよ
うにユーザーの視野内に設けられる。
【００４２】
　図４に、本発明の方法に係る各ステップを提供するフロー図を示す。第一ステップ５１
では、ユーザーインタフェースを介してクライアントによってデータメッセージが入力さ
れる。このユーザーインタフェースはメッセージサーバー２０上にあるか、又は代替的に
コンピュータ、スマートフォン、その他のインターネット接続可能な装置であるところの
処理手段によって実行される。第二ステップ５２では、データメッセージが、車両に送信
される前に、メッセージサーバー２０に蓄えられ、整理され、優先順位を付けられる。第
三ステップ５３では、メッセージサーバー２０が車両の速度を測定し、車速に依存したプ
ロトコルに基づいて送信可能なデータメッセージを選択する。即ち、もし車両が停止して
いるなら、車両が移動中の場合よりメッセージの内容は大きくなる。次に第四ステップ５
４では、車両４の無線トランシーバーで受信できるように、メッセージサーバー２０はネ
ットワーク１８、２０を介してデータメッセージを送信する。最後のステップ５５では、
メッセージが車両４のディスプレイ６に表示されて、成功確認メッセージがメッセージサ
ーバー２０からメッセージの作成者に送られる。
【符号の説明】
【００４３】
２　情報システム
４　車両
６　ディスプレイ
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１０　ＧＰＳ衛星
１１　ＧＰＳレシーバ
１２　無線ネットワーク
１５　車載コンピュータ
１７　アンテナ
１８　電話ネットワーク
２０　メッセージサーバー
２２　データベース
２４　入力装置
２５　ネットワークアダプタ
２６　制御サーバー
２７　プロセッサ
２８　インターネット
３０，３１　通信リンク
３２　コンピュータ端末
３８　パブリックメッセージ
３９　プライベートメッセージ
４０　広告メッセージ
５１～５５　ステップ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月7日(2014.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両内の情報表示分野に関するものである。より具体的には、本発明は移動
する自動車内のユーザーへ情報を受け取り通信するシステムを提供する。また、本発明は
車両の速度に基づく情報を受け取り車両のユーザーに表示するシステムと方法を提供する
。また、本発明は動いている車両のユーザーと情報を通信する方法に関する。また、本発
明は停止した車両のユーザーと情報を通信する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動中に情報を得ることに対する要求は、常に新製品を求める消費者を対象にした継続
した研究の基礎を提供する。特に、移動中に情報を提供することの容易さは、カメラや音
楽プレーヤーなどを集めたプラットフォームを提供する無線技術（即ち携帯電話及び／又
はＷｉＦｉネットワーク）の出現と繁栄によって、またインターネット対応の装置上でア
プリケーションを実行させる携帯機器のような装置によって、過去数年、改善されてきた
。しかし特に、社会は移動中の、特に車両によって異なる場所に移動する間の、情報の利
用に対し、さらに需要があるように思われる。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、車両を制御しながら情報（即ち、電子メール、テキストメッセージ、広告など
）を受け取ることは、もし車両の運転手が集中力を失うほど気を取られた場合に危険であ
る。さらに、応答が必要な情報を受け取ることも、もし運転手が車両を制御しながらメッ
セージに応答できると考えた場合、同様に危険である。
【０００４】
　１つの最近の出願として、特開２００８－２７３２８５号公報には、直観的な方法で運
転者に情報を出力し表示することができる車内情報出力装置と車内情報表示装置が開示さ
れている。しかし、特開２００８－２７３２８５号公報の装置は、車両が移動中かどうか
を識別する識別装置と、車両が移動中であると識別された時にデータを出力する出力手段
を提供する。しかし、特開２００８－２７３２８５号公報は車両の速度に基づいた無線ネ
ットワークによる情報の伝達を考慮していない。また、特開２００８－２７３２８５号公
報は車両の速度に基づいた異なる種類の情報を伝達しない。
【０００５】
　国際公開第２０１０／０６５２３５号に見られるように別の出願では、ロケーションベ
ースの広告サーバーの操作方法が提供されている。特に、この方法は、地理的地域で決め
られた境界領域に関連した広告内容の項目を各広告業者から受け取り、また各装置へ広告
業者の広告内容の項目を提供することに対する支払い価格を各広告業者から受け取る。し
かし、国際公開第２０１０／０６５２３５号の方法は、車両の速度をベースにして動作せ
ず、最も高い価格に関連した広告の項目を装置に送るようになっている。
【０００６】
　Ｋｗｏｎらによる別の出願、米国特許出願公開第２００７／１２４０４１号明細書では
、車両に取り付けられた１つ以上のビデオ表示装置を制御するための装置と方法が提供さ
れ、この装置はグローバル・ポジショニング・システム（ＧＰＳ）を用いた車両の速度を
検出するための速度検出ユニットと、パーキングブレーキの状態を検出するための状態検
出ユニットを備えている。また、ビデオ制御ユニットはこの表示装置を制御して、パーキ
ングブレーキの状態と車両の検出された速度の情報に基づいて車両の速度が所定速度以下
であると測定された時に、ビデオ内容が表示されるようになっている。しかし、米国特許
出願公開第２００７／１２４０４１号明細書は車両の速度に依存して無線通信ネットワー
クを介してユーザーインタフェースが情報を受け取ることを開示していない。
【０００７】
　国際公開第２０１１／１０９０２８Ａ１号は、車両の速度と位置を検出可能な様々なセ
ンサ（例えば速度センサ、加速度計、ＧＰＳレシーバ等）を備えた車内通信システムを開
示している。この車内通信システムは運転手の携帯電話との通信を確立し、着信を検出す
ると、この車内システムがセンサを用いて車両の速度と位置を検出する。もし車両が移動
中で安全性アプリケーションが運転手が電話に応答するのが危険であると判断すると、こ
の車内システムは自律的に電話に応答して、予め定められたメッセージとして運転者が電
話に応答できない旨を発信者に伝え、次に発信者からのメッセージを録音して車内システ
ムのメモリに蓄える。例えば運転手が車を停車させた場合のように、危険な状態が終わる
と、車内システムは運転手に着信数を伝え、運転中に受信したものがいくつかあった場合
、運転手にそのメッセージを聞かせる。発信者に予め定められたメッセージを聞かせる代
わりに、このシステムは着信を完全に拒絶することもできる。
【０００８】
　米国特許出願公開第２００４／２５４７１５号明細書は、電子メールの着信を運転手に
通知することができる車載カーナビゲーション装置を開示している。車両の移動速度に関
する情報が読み出されて、車両の移動速度が所定の速度より大きかった場合、運転手に電
子メール着信の通知をすることが禁止される。これは運転中に運転手が電子メールの着信
を通知された場合のリスクを減らす。計算された速度が閾値速度より小さく、車両の停止
が想定された場合、車両は停止が決定されて、次に電子メールの着信が運転手に通知され
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る。
【０００９】
　欧州特許第０９９４４４８号明細書は、車両のための交通情報（４）の選択方法を開示
しており、そこでは移動方向の変化と車両速度に基づいた車両の時間依存移動プロファイ
ルが記録される。交通情報を選択するこの方法を実施するための装置は、フィルタ装置と
、車両の現在位置と車両の時間依存移動プロファイルにのみ依存して自動的にフィルタパ
ラメータを生成するためのフィルタパラメータ生成装置を備えている。この情報は車両へ
のデータ転送前にサーバー側でフィルタリングされる。
【００１０】
　上述のように、移動中に情報の提供を受け取ることが、依然として重要であることがわ
かる。
【００１１】
　従って、本発明の目的は、気を取られることのない態様で情報を受け取ることを保証す
る、例えば車両の運転手のような受取人に情報を提供するシステムを提供することである
。本発明のもう一つの目的は、運転手の介在や相互動作を必要としない態様でそのような
情報を提供する方法を提供することである。本発明のもう一つの目的は、このような情報
を提供する方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的が、本発明のシステムの態様に従えば、請求項１に係るシステムで達成され、
方法の態様に従えば、請求項１３に係る方法によって達成され、最後に、請求項１４に係
るコンピュータ読み取り可能なメディアによって達成される。
【００１３】
　具体的には、特にＧＰＳレシーバからなる、車両の位置及び／又は速度を測定するため
の位置決定ユニットと、無線通信ネットワークを介して情報を受け取るための通信ユニッ
トと、前記無線通信ネットワークを介して受け取った情報を通信するためのユーザーイン
タフェースと、からなる情報システム、特に車内情報表示システムであって、前記無線通
信ネットワークを介して受け取った情報が、前記車両の速度に依存して前記ユーザーイン
タフェースに通信されることを特徴とする情報システムによって上記目的は情報システム
によって達成される。このように、無線通信ネットワークを介して受け取られ、ユーザー
に通信される情報の内容は、車両の速度に依存する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、運転手の安全性が最大化され、運転者の気を散らすものを最小化するように
情報／メッセージの内容を制御するという長所を有する。好ましくはユーザーへの通信は
一方向のみであるが、本発明に係るシステムは例えば車両の速度といった車両に関する情
報を伝達し、受け取る。
【００１５】
　本発明の１つの実施例では、車両の速度はＧＰＳ又は代替的に車両のエンジン管理シス
テムと連通した速度センサによって測定される。１つの実施例では、速度データは例えば
携帯電話ネットワークのような無線ネットワークによってサービスプロバイダに伝達され
る。
【００１６】
　別の実施例では、速度データはＷｉＦｉネットワークによってサービスプロバイダ又は
メッセージサーバーに伝達される。メッセージサーバーは、例えば無線ネットワークを介
してユーザーインタフェースへ情報を供給できる。
【００１７】
　別の実施例では、速度データは携帯電話ネットワークとＷｉＦｉネットワークの組み合
わせによってメッセージサーバーに伝達される。メッセージサーバーは、少なくとも１つ
のクライアントコンピュータからメッセージを受け取り、これらのメッセージを蓄え、少
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なくとも１つのメッセージから無線通信ネットワークを介して情報を引き出すように構成
することができる。
【００１８】
　好ましくはメッセージが、要点からなるメッセージ及び／又は交通の流れの乱れを知ら
せるメッセージ及び／又は警察機関からの緊急メッセージ及び／又はソーシャルメディア
メッセージ及び／又はヘルスケアメッセージ及び／又は日記と約束に同期したメッセージ
及び／又はニュースメッセージ及び／又は広告に関する情報を含むことができる。また、
メッセージを、ユーザーのプロファイル及び／又はライフスタイルに依存させることがで
きる。全体的に、特定の車両／人のための情報は、メッセージサーバーによってフィルタ
にかけることができる。
【００１９】
　また、車内のユーザーインタフェースによるユーザーへのメッセージの表示に、ヘッド
アップディスプレイ及び／又はオーディオ出力及び／又はスマートフォン装置を用いるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の実施例に係る車内情報提供システムのブロック図である。
【図２】図２は、本発明に係る、車両とインタフェースをとったクライアント／サーバー
と、車両のユーザー提供される情報との関係を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明に係る、様々な情報源とインタフェースをとったクライアント／
サーバーと、車両のユーザーに提供されるそのような情報との関係を示すブロック図であ
る。
【図４】図４は、本発明の方法に係る各ステップを示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は本発明の実施例に係る情報システム２の概略図である。図１は、明確性を出すた
めにブロック図の形式で示している。全体的に、情報システム２は広範な地理的領域にわ
たって提供される幾つかのモジュールで構成されている。具体的には、情報システム２は
、例えばディスプレイ６と車載コンピュータ１５を備えた車両４と、ＧＰＳ衛星１０と通
信する衛星利用測位システム（ＧＰＳ）と、車載コンピュータ１５とメッセージサーバー
２０の間の通信を可能にする無線通信ネットワーク１２とからなる。このメッセージサー
バー２０は、少なくとも１つのデータベース２２と、ユーザーインタフェースと、プロセ
ッサ２７を備えた制御サーバー２６とからなる。
【００２２】
　本発明の１つの態様では、車両４は、車両４の乗員のために内容情報を窓（図示せず）
に投影するヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）６を備えている。好ましい実施例では、
ディスプレイ６は車両４の運転手のために大画面に情報を投影する。しかし、どの乗員も
見ることができるように、車両４のどの窓にでもディスプレイ６は情報を投影できること
が想定できる。ディスプレイ６から投影される内容情報の輝度は、明暗の光の条件に応じ
てユーザーが設定できる。同様に、窓に投影される画像のサイズも、ユーザーが設定でき
る。例えば、交通の流れの乱れに関する情報は、例えば天気情報に関するメッセージとは
異なるサイズにすることが想定される。
【００２３】
　車両４は、車載コンピュータ１５と接続されたアンテナ１７も備えている。車載コンピ
ュータ１５は、メッセージサーバー２０が提供するサービスと通信するために、どの通信
標準（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｔａｎｄａｒｄ）が最良のサービス品質を提供す
るか判断する無線送受信プロセッサ（図示せず）を少なくとも備えている。即ち、車載コ
ンピュータ１５の少なくとも１つの無線トランシーバーが携帯電話ネットワーク１２、例
えばＧＳＭ（登録商標）、ＧＰＲＳ、ＥＤＧＥ、又はＣＤＭＡ標準に従って動作すること
ができる。代替的に、無線トランシーバーはＷｉＦｉ標準に従って動作することができる
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。また、これらに加えて、無線トランシーバーは、メッセージサーバー２０とのデータの
送受信を可能にする現在利用可能な又は将来利用可能なすべての他の無線標準に従って動
作することができる。しかし好ましくは、車載コンピュータ１５の無線トランシーバーは
車両４が非都市エリアにある時は携帯電話標準に従って動作し、都市エリアにあるときは
携帯電話とＷｉＦｉネットワークの組み合わせに車載コンピュータ１５によって引き継が
れる。車載コンピュータ１５と少なくとも１つのトランシーバーは、車両４の電源で起動
することができるし、後述で明らかにするトランシーバー自身の電源で起動することもで
きる。
【００２４】
　無線ネットワーク１２と車載コンピュータ１５の無線トランシーバーは、互いの間に双
方向の信号伝達を提供する。即ち、車両４が静止中でも移動中でも、車載コンピュータ１
５の無線トランシーバーによってパケットデータを送受信できる。無線ネットワーク１２
は公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）によってメッセージサーバー２０と接続することができる
ので、車両４が非静止状態で異なる携帯電話の基地局間を移動している時に、近接の持続
性伝達コネクションが車両４の車載コンピュータ１５とメッセージサーバー２０の間で確
立される。
【００２５】
　車両４は、ＧＰＳ衛星１０の情報からいつでも車両４の位置を測定するＧＰＳレシーバ
１１も備えている。後にわかるように、ＧＰＳ衛星１０は、車両４のエンジン管理システ
ム（図示せず）又は車載コンピュータ１５が受け取ることのできる車両４の速度情報も提
供する。しかし、車両４の速度情報は、車両４のエンジン管理システムに接続された速度
センサによって生成することができる。好ましくは、速度情報は車載コンピュータ１５の
記憶装置に蓄えられる。
【００２６】
　測定された車両４の速度は、車載コンピュータ１５によって処理され、定期的に無線ネ
ットワーク１２とネットワーク１８によってメッセージサーバー２０に送信される。しか
し、メッセージサーバー２０は、順にリクエストを車載コンピュータ１５に供給する無線
ネットワーク１２にいつでもリクエストを送ることによって、車両の速度情報を要求でき
る。
【００２７】
　従って、車載コンピュータ１５はこのような条件下で通知に応答して、ＧＰＳシステム
１０又は速度センサを用いて速度情報を生成し、無線ネットワーク１２を介して送信し、
その後ネットワーク１８によってメッセージサーバー２０に伝達される。好ましくは、車
両４の位置情報もネットワーク１２、１８によってメッセージサーバー２０に伝達される
。
【００２８】
　メッセージサーバー２０は、内容情報（例えばメッセージ）を蓄えるためのデータベー
ス２２と、ユーザーがデータベース２２の中身を選択し改変することを許容する入力装置
２４と制御サーバー２６からなる。メッセージサーバー２０は、ユーザーの詳細をさらに
記憶し、又は別の方法で入力し、加入者情報を蓄えることができる。
【００２９】
　このような加入者情報は、年齢、性別、ライフスタイル、職業、財産、その他休日の過
ごし方などの個人の詳細情報である。このような加入者情報は、メッセージサーバー２０
によって活用されて、ユーザーに適切な情報を提供する。例えば、メッセージサーバー２
０はメッセージサーバー２０に蓄えられたメッセージに対するフィルタ基準を有している
。フィルタ基準を加入者情報とマッチさせて、マッチングの結果に基づいて適切なメッセ
ージが選択される。これらのメッセージから引き出された選択されたメッセージ又は情報
のみがそれぞれの加入者に送信されるように、メッセージサーバー２０を構成することが
できる。
【００３０】
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　さらにメッセージサーバー２０とネットワーク１８の間のインタフェースを確立する目
的でネットワークアダプタ２５が設けられている。アダプタ２５は、詳細は後述するが、
インターネット２８と例えばＰＣ、スマートフォン、又は他の通信リンク３０、３１によ
って接続されたＷＥＢ対応の装置であるコンピュータ端末３２との間のインタフェースを
提供する。データベース２２に蓄えられた内容情報（例えばメッセージ）は、クライアン
トによって予め定められ、又は実質的にリアルタイムにクライアントによって提供される
。即ち、内容情報は車両４の速度に依存してネットワーク１２、１８を介して車両４のユ
ーザーに伝達される。しかしどちらの場合でも、情報はユーザーインタフェース２４によ
ってメッセージサーバー２０に入力されるか、又はコンピュータ端末３２が有するインタ
フェース（図示せず）によって提供される。即ち、コンピュータ端末３２はメッセージサ
ーバー２０から遠く離れているので、情報システム２により大きな自由度を与えている。
フィルタ基準も同様である。
【００３１】
　図２は、本発明に係る車両のユーザーに提供される情報についての車両とインタフェー
スで接続されたクライアント／サーバー間の関係を示すブロック図である。この図では、
内容情報を受け取るためのユーザーインタフェース２４はメッセージサーバー２０から切
り離されている。即ち、ユーザーインタフェースは、前述のように、ネットワーク１２、
１８、３０、３１を介して接続されるリモートコンピュータの一部を形成している。前述
のように、コンピュータ端末３２は、ＰＣ、スマートフォン、又は他のＷＥＢ対応の装置
である。
【００３２】
　このような構成では、幾つかのクライアントがメッセージサーバー２０に接続されて、
幾つかの異なるサプライヤからの異なる種類のメッセージを車両のユーザーに通知するこ
とができる。例えば、１つのメッセージサプライヤがファストフード店であって、別のメ
ッセージサプライヤがスポーツの結果を提供する。しかし、両方の例では、車両のユーザ
ーが広告に連携した一般的なメッセージを受け取ることを望むのか、例えばスポーツ結果
に関連したメッセージのような、広告の無い予め選択した基準に基づいたメッセージを受
け取るのか選択できることが想定される。
【００３３】
　車両のユーザーが受け取るメッセージの種類と内容は、車両の速度に依存する。即ち、
もし車両が道路の速度制限近傍の速度で移動している場合、ディスプレイ６に表示される
メッセージは、運転手の安全を考慮してシステムによって非常に制限されたものになる。
例えば、ユーザーのメールアカウントが電子メールを受け取ったという通知メッセージが
ディスプレイ６に表示される。反対に、もし車両が停止していると判断されると、上述の
例を用いて、電子メール受信の通知のみでなく、電子メールの内容もディスプレイ６に表
示される。
【００３４】
　同様に、車両のユーザーは、自身のソーシャルメディアアカウントへの参加を通知され
る。再び、車両の速度に依存して、表示されるメッセージはアカウントに関係したグラフ
ィカルシンボル（アイコン）又は参加を示すメッセージ自身である。しかし、ディスプレ
イ６は意図した受信者のメッセージのみが表示されるように設定することができる。
【００３５】
　またしかし、メッセージを交通モニタリングメッセージサプライヤが提供する緊急の交
通安全情報に分類することができる。この場合、車両４のユーザーはその先での交通事故
に鑑みて自身の車の速度を落とすように通知される。即ち、このような情報を提供する交
通モニタリングサプライヤは、メッセージサーバー２０にインターネット２８を介して接
続されるコンピュータ端末３２のようなリモートステーションを有している。オプション
として、どのサプライヤも例えば電子メールのような別の通信手段によってメッセージザ
ーバー２０に自身のメッセージを送ることができる。
【００３６】
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　別の例では、交通モニタリングメッセージサプライヤは幾つかのカメラ（図示せず）に
よって道路ネットワーク上の交通の流れをモニタする。この具体的な例では、これから起
きる交通の遅れの通知は、スナップショットとして又は短いビデオストリームとしてネッ
トワーク１８と１２を介した交通モニタリングカメラの出力の再放送によって車両のユー
ザーに送られる。また、もし車両が所定の速度で移動している場合、このようなスナップ
ショット画像のみが受け取られる。同様に、例えばもし車両が停止かそれに近い状態の場
合、このような短いビデオストリームが送信される。そうであっても、交通モニタリング
メッセージサプライヤはユーザーに送る短い交通速報を選択して、車の渋滞の列の長さが
見通せて、オプションで車両のオーディオシステムによって音声レポートが聞けるように
する。
【００３７】
　図３は図２と同様の様々な情報ソースを備えたクライアント／サーバーインタフェース
の関係を示すブロック図である。しかしこの図では、異なるメッセージサプライヤが加入
者と情報をやりとりできる。即ち、メッセージはパブリックメッセージ３８、プライベー
トメッセージ３９、及び／又は広告メッセージ４０である。パブリックメッセージ３８の
場合、例えばＧＰＳ１０で求められた既知のルートを走行する車両が、幾つかの興味深い
ポイントを通過することが想定される。このような構成では、観光局は車の速度を知らさ
れて、近くの興味深いポイントに関するメッセージを車両のユーザーに送る。
【００３８】
　もちろん、メッセージサーバー２０に蓄えられた加入者（ユーザー）情報に基づいて、
このような興味深いポイントのみが加入者に注意を与えられる。例えば、ある加入者は歴
史的建造物に興味を持っていて、興味深いポイントは城である。そうであっても、車両の
速度に依存して、メッセージはディスプレイ６に例えば城を表現したアイコンで表示され
る。もしメッセージサーバーが次に車両が停止したと判ったら、興味深いポイントに関連
した追加情報を表示する。また、本発明に係る情報システム２は、次に現在の位置に基づ
いて、興味深いポイントまでの最適ルートを求めて、地図と共にその情報をオプションで
表示する。
【００３９】
　しかし同様に、プライベートメッセージ３９が車両４のディスプレイ６に表示される。
このような構成では、ユーザーは例えばフェイスブックやツイッターなどの現在利用可能
なソーシャルメディアネットワークのいずれかの加入者アカウントを有している。
【００４０】
　従って、このようなネットワークに関連したすべての新しいコンテンツは、車両４のデ
ィスプレイ６にメッセージアイコンを表示することによって車両のユーザーに通知される
。しかし、車両の安全と操作を妨げないように、メッセージサーバー２０は移動中の車両
の速度を確認して、フルメッセージを表示するか、代替的に車両が停止していない場合は
ソーシャルメディアアカウントを表すアイコンのみを車両４のディスプレイ６に表示する
。
【００４１】
　上述のように、車載コンピュータのトランシーバーは車両４の電源によって起動するか
、又はトランシーバー自身の電源によって起動する。即ち、トランシーバーは車両が移動
中は車両の電源で起動できるし、車両が停止して車両４の電源が充電されていない時には
トランシーバー自身の電源で起動できる。好ましくは、車両の速度はネットワーク１２、
１８を介してメッセージサーバー２０に連続的に又は所定の間隔で伝達される。即ち、速
度データを連続的にメッセージサーバー２０に伝達することは、大容量のデータ通信処理
が要求され、速度データがリクエストによって又は所定の頻度でメッセージサーバー２０
と通信されることが想定され、かつ望ましい。この頻度は、幾つかの変数、例えば車両の
平均速度、目的地までの距離、及び／又はユーザーの設定する要求などに基づいている。
【００４２】
　図３をまた参照して、短く述べたように、ディスプレイ６に表示されるメッセージのコ
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ンテンツは広告の性格を有している。例えば、ユーザーは自らの好ましい食生活の習慣を
詳しく述べた加入者情報を提供することを選択でき、さらに例えばファストフードレスト
ラン選択の情報をメッセージサーバー２０に提供することを選択できる。即ち、このよう
なファストフード店は、そのような車がそのファストフード店に近づくと、車両４のディ
スプレイ６に的を絞った広告を提供できる。
【００４３】
　特に、先に述べたように、車両４のディスプレイ６に表示される広告のコンテンツの長
さは、車両４の移動中は制限されるが、車両の停止時には、例えば現在の売り値や値引き
等のより詳細な情報が提供される。オプションで、ファストフード店の広告が、スマート
フォンによってユーザーへの個別の通信を選択する。このような通信は、オプションで限
られた時間内で引き換えられる割引券になる。別の例では、ユーザーが例えば自動車保険
や住宅保険等の更新日の提供を選択し、保険会社は追加の支払いが必要な場合に車両４の
ディスプレイ６にタイムリーなリマインダを送信する。
【００４４】
　オプションで、ヘッドアップディスプレイは内蔵ＧＰＳレシーバで車両の速度を測定す
ることができるスマートフォンに置き換えられる。この具体的な例では、スマートフォン
は例えば車両のフロントガラスに取り付けられ、より具体的には車両の安全を妨げないよ
うにユーザーの視野内に設けられる。
【００４５】
　図４に、本発明の方法に係る各ステップを提供するフロー図を示す。第一ステップ５１
では、ユーザーインタフェースを介してクライアントによってデータメッセージが入力さ
れる。このユーザーインタフェースはメッセージサーバー２０上にあるか、又は代替的に
コンピュータ、スマートフォン、その他のインターネット接続可能な装置であるところの
処理手段によって実行される。第二ステップ５２では、データメッセージが、車両に送信
される前に、メッセージサーバー２０に蓄えられ、整理され、優先順位を付けられる。第
三ステップ５３では、メッセージサーバー２０が車両の速度を測定し、車速に依存したプ
ロトコルに基づいて送信可能なデータメッセージを選択する。即ち、もし車両が停止して
いるなら、車両が移動中の場合よりメッセージの内容は大きくなる。次に第四ステップ５
４では、車両４の無線トランシーバーで受信できるように、メッセージサーバー２０はネ
ットワーク１８、２０を介してデータメッセージを送信する。最後のステップ５５では、
メッセージが車両４のディスプレイ６に表示されて、成功確認メッセージがメッセージサ
ーバー２０からメッセージの作成者に送られる。
【符号の説明】
【００４６】
２　情報システム
４　車両
６　ディスプレイ
１０　ＧＰＳ衛星
１１　ＧＰＳレシーバ
１２　無線ネットワーク
１５　車載コンピュータ
１７　アンテナ
１８　電話ネットワーク
２０　メッセージサーバー
２２　データベース
２４　入力装置
２５　ネットワークアダプタ
２６　制御サーバー
２７　プロセッサ
２８　インターネット
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３０，３１　通信リンク
３２　コンピュータ端末
３８　パブリックメッセージ
３９　プライベートメッセージ
４０　広告メッセージ
５１～５５　ステップ
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両（４）の位置及び／又は速度を測定するための位置及び速度測定ユニットからなる
位置決定ユニットと、
　無線通信ネットワーク（１２）を介してメッセージサーバー（２０）と情報を送受信す
るための通信ユニットで、リクエストによって、又は車両の平均速度及び／又は目的地ま
での距離及び／又はユーザーの好みに基づく所定の頻度で、車両（４）の速度データを前
記メッセージサーバー（２０）に送信する通信ユニットと、
　前記無線通信ネットワーク（１２）を介して受け取った情報を前記車両（４）の乗員に
通信するためのユーザーインタフェース（６）と、からなる情報システム、特に車内情報
提供システムであって、
　前記メッセージサーバー（２０）が前記車両（４）の位置及び／又は速度情報を受け取
り、前記無線通信ネットワーク（１２）を介して前記車両（４）及び／又は前記ユーザー
インタフェース（６）と通信するのに適合し、
　前記メッセージサーバー（２０）が、前記メッセージサーバー（２０）に蓄えられたメ
ッセージから選択するフィルタユニットを備え、
　前記フィルタユニットが前記車両（４）の速度及び／又は位置及び／又はユーザーの好
みに基づいて少なくとも一つのメッセージを選択し、
　前記無線通信ネットワーク（１２）を介して少なくとも一つの選択したメッセージを前
記車両（４）及び／又は前記ユーザーインタフェース（６）に送信することを特徴とする
情報システム。
【請求項２】
　前記メッセージサーバー（２０）がクラウドサーバーであることを特徴とする請求項１
に記載の情報システム。
【請求項３】
　前記メッセージサーバー（２０）が、少なくとも１つのクライアントコンピュータ（３
２）からのメッセージを受け取り、前記メッセージを蓄え、前記メッセージの少なくとも
１つから前記無線通信ネットワーク（１２）を介して情報を引き出すように構成されてい
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の情報システム。
【請求項４】
　前記メッセージが、要点からなるメッセージ及び／又は交通の流れの乱れを知らせるメ
ッセージ及び／又は警察機関からの緊急メッセージ及び／又はソーシャルメディアメッセ
ージ及び／又はヘルスケアメッセージ及び／又は日記と約束に同期したメッセージ及び／
又はニュースメッセージ及び／又は広告からなることを特徴とする請求項１ないし３のい
ずれか１項、特に請求項３に記載の情報システム。
【請求項５】
　前記メッセージサーバー（２０）が、例えば位置、地域、性別、時刻、及び／又は速度
といった、特に前記クライアントコンピュータ（３２）へのメッセージと組み合わせた、
フィルタの基準となるものを受け取り蓄えるように構成されていることを特徴とする請求
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項１ないし４のいずれか１項、特に請求項３又は４に記載の情報システム。
【請求項６】
　前記車両（４）の速度が、車両（４）内のＧＰＳレシーバ及び／又は好ましくは内蔵コ
ンピュータ（１５）を用いた内蔵速度センサによって測定されることを特徴とする請求項
１ないし５のいずれか１項に記載の情報システム。
【請求項７】
　内蔵コンピュータ（１５）が、前記車両（４）の速度及び／又は前記車両（４）の位置
をメッセージサーバーと通信するように構成されていることを特徴とする請求項１ないし
６のいずれか１項、特に請求項６に記載の情報システム。
【請求項８】
　内蔵コンピュータ（１５）が、前記車両（４）の速度及び／又は前記車両（４）の位置
を所定の時間間隔で通信するように構成されていることを特徴とする請求項１ないし８の
いずれか１項に記載の情報システム。
【請求項９】
　前記情報の内容が実質的にリアルタイムで予定又は提供され、前記車両（４）の速度に
依存してユーザーと通信することを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１項に記載の
情報システム。
【請求項１０】
　前記ユーザーインタフェース（６）が、ヘッドアップディスプレイ及び／又はオーディ
オ出力及び／又はスマートフォン装置からなることを特徴とする請求項１ないし９のいず
れか１項に記載の情報システム。
【請求項１１】
　請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の情報システムによる、無線通信ネットワー
ク（１２）を介した車両（４）からメッセージサーバー（２０）への、又はその逆の情報
通信方法であって、
　メッセージを入力し、
　前記メッセージに対するフィルタ基準を入力し、
　前記メッセージと前記フィルタ基準を蓄え、
　前記車両（４）の位置及び／又は速度からなるデータを受け取り、
　前記速度及び／又は位置に基づいて少なくとも１つのメッセージを選択し、
　前記選択したメッセージに基づく情報を前記車両（４）から又は車両（４）に送信する
ステップからなる情報通信方法。
【請求項１２】
　コンピュータシステムに対するコンピュータが実行可能な命令を有するコンピュータが
読み取り可能なメディアであって、前記命令が前記コンピュータシステムに請求項１１に
記載の方法を実行させるように構成されていることを特徴とするメディア。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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